The Pledges of Honen : With a Focus on His Seven Article Pledge by 伊藤, 真宏
法
然
の
「
起
請
文
」
特
に
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
つ
い
て
伊
藤
真
宏
一
、
は
じ
め
に
法
然
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）
に
は
、
そ
の
浄
土
教
思
想
を
明
か
す
文
献
が
、
様
々
に
存
在
す
る
。
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
一
枚
起
請
文
」
は
、
法
然
が
示
寂
す
る
二
日
前
の
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
二
十
三
日
に
、
常
在
給
仕
の
弟
子
、
源
智
の
要
請
に
応
じ
て
、
遺
言
の
如
き
文
言
を
し
た
た
め
た
も
の
、
と
伝
承
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
浄
土
宗
の
日
常
勤
行
に
僧
俗
い
ず
れ
も
が
お
唱
え
す
る
も
の
で
あ
る１
）
。
起
請
文
と
い
っ
た
際
、
法
然
に
お
い
て
は
、
概
ね
「
一
枚
起
請
文
」
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
法
然
に
は
「
一
枚
起
請
文
」
以
外
に
も
、「
起
請
文
」
と
付
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
文
献
が
存
在
す
る
。
了
慧
編
集
の
『
黒
谷
上
人
語
燈
録２
）
』
の
題
目
を
見
渡
す
と
、
漢
語
系
の
「
没
後
起
請
文
」「
七
箇
条
起
請
文
」「
送
山
門
起
請
文
」、
和
語
系
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
題
目
に
つ
い
て
、「
一
枚
起
請
文
」
を
含
め
、
い
ず
れ
も
法
然
自
身
が
付
け
た
も
の
で
は
な
く
、
了
慧
が
命
名
し
た
か
、
も
し
く
は
そ
れ
ま
で
に
伝
承
さ
れ
て
題
目
を
付
し
た
と
思
わ
れ
る
。
法
然
の
文
献
に
は
「
一
枚
起
請
文
」
を
筆
頭
に
、「
○
○
起
請
文
」
と
い
う
題
目
の
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
本
当
に
、「
起
請
文
」
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、「
起
請
文
」
と
は
何
か
、
を
知
り
、
そ
の
定
義
に
沿
う
法
然
の
「
起
請
文
」
を
確
認
。
そ
の
上
で
、
法
然
自
身
が
「
起
請
文
」
と
は
意
図
し
て
い
な
い
文
献
が
、
後
世
の
法
然
浄
土
教
信
奉
者
に
「
起
請
文
」
と
い
う
形
で
伝
承
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
探
る
。
こ
こ
で
は
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
、
「
起
請
文
」
と
名
付
け
ら
れ
る
因
由
に
つ
い
て
「
一
枚
起
請
文
」
と
の
共
通
す
る
文
言
を
指
摘
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
起
請
文
法
然
送
山
門
起
請
文
一
枚
起
請
文
七
箇
条
起
請
文
〔
抄
録
〕
七
佛
教
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学
仏
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論
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〇
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起
請
文
と
銘
打
つ
か
ら
に
は
、
そ
の
定
義
の
ご
と
く
、
誓
い
を
立
て
る
対
象
と
な
る
神
仏
の
列
挙
、
背
い
た
場
合
は
罰
を
与
え
よ
と
い
う
要
請
、
日
付
の
三
点
が
要
素
で
あ
っ
て
、
法
然
の
「
起
請
文
」
で
は
、
実
に
、「
送
山
門
起
請
文
」
の
み
が
そ
の
条
件
を
満
た
す
唯
一
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。「
没
後
起
請
文
」「
七
箇
条
起
請
文
」「
七
箇
条
起
請
文
（
和
語
）」「
一
枚
起
請
文
」
に
は
そ
の
要
素
が
全
て
含
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
法
然
自
身
に
起
請
文
と
し
て
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
は
ら
ん
で
い
る
。
実
際
、「
一
枚
起
請
文
」
は
、『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
で
は
「
御
誓
言
の
書
」
と
題
さ
れ
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
で
は
「
一
枚
消
息
」
と
呼
ば
れ
て
い
る３
）
。
も
し
法
然
自
身
が
「
一
枚
起
請
文
」
と
名
付
け
て
い
た
ら
、
他
の
題
目
が
名
付
け
ら
れ
る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
伝
記
や
様
々
な
文
献
に
「
一
枚
起
請
文
」
と
伝
承
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
問
題
を
解
明
す
べ
く
、
法
然
の
「
起
請
文
」
を
吟
味
し
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
特
に
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
注
目
し
て
論
じ
て
ゆ
く
。
す
で
に
、
起
請
文
の
研
究
は
、
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
で
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
、
最
近
で
は
佐
藤
弘
夫
『
起
請
文
の
精
神
史
中
世
世
界
の
神
と
仏
』
が
あ
り
、
法
然
の
「
没
後
起
請
文
」「
七
箇
条
起
請
文
」
に
つ
い
て
は
中
野
正
明
、
「
一
枚
起
請
文
」
に
関
し
て
は
安
達
俊
英
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る４
）
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
法
然
の
、
あ
る
文
献
が
「
起
請
文
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
要
因
を
指
摘
で
き
れ
ば
、
ひ
い
て
は
、「
一
枚
起
請
文
」
が
ど
う
い
う
文
献
で
あ
る
の
か
解
明
で
き
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
二
、「
起
請
文
」
と
は
周
知
の
如
く
、「
起
請
文
」
と
は
、
神
仏
に
誓
約
す
る
言
葉
で
、
誓
約
内
容
に
偽
り
が
あ
れ
ば
、
神
仏
か
ら
罰
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
た
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
一
概
に
「
起
請
文
」
と
言
っ
て
も
複
雑
で
、
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
形
態
も
変
化
し
、
定
義
し
て
「
起
請
文
」
と
一
括
り
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
安
達
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
一
枚
起
請
文
」
も
そ
れ
が
「
起
請
文
」
と
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
題
目
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
法
然
自
身
が
「
起
請
文
」
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
「
一
枚
起
請
文
」
を
書
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
訓
戒
教
誡
と
見
な
す
べ
き
と
い
う５
）
。
実
は
こ
れ
と
同
様
に
、「
起
請
文
」
と
い
う
文
言
が
無
く
と
も
、
そ
の
形
式
か
ら
「
起
請
文
」
と
見
な
す
べ
き
も
の
や
、
逆
に
、
起
請
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
形
式
を
整
え
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
定
義
の
困
難
さ
が
見
て
取
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
起
請
文
」
と
は
、
佐
藤
進
一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
発
生
は
、「
祭
文
」
と
「
起
請
」
と
予
想
す
る
。「
祭
文
」
は
神
を
祭
る
文
書
で
、
禍
福
災
厄
を
除
き
幸
福
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
を
願
う
に
つ
い
て
祭
壇
に
多
く
の
供
物
を
供
え
る
の
を
将
来
に
わ
た
っ
て
神
に
約
束
・
宣
誓
し
、
ま
た
は
、
祈
願
成
就
の
際
の
賽
物
を
約
束
・
宣
誓
し
、
そ
の
保
障
と
し
て
、
約
束
不
履
行
な
場
合
に
神
罰
を
受
け
て
も
構
わ
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
起
請
」
は
も
と
も
と
、
事
を
発
起
し
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
の
許
可
を
中
央
政
府
に
請
う
こ
と
と
い
い
、
実
行
を
下
命
す
る
際
、
実
行
内
容
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
保
障
を
権
力
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
資
料
が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
般
化
し
て
い
た
の
か
は
不
明
と
八
法
然
の
「
起
請
文
」（
伊
藤
真
宏
）
い
う６
）
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
「
祭
文
」
の
内
容
と
「
起
請
」
と
い
う
文
言
形
式
が
次
第
に
「
起
請
文
」
を
発
生
さ
せ
た
と
予
測
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
起
請
」
の
段
階
で
は
、
ま
だ
、
約
束
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
に
罰
を
与
え
よ
と
い
う
罰
文
が
な
い
。
現
存
資
料
か
ら
最
古
の
「
起
請
文
」
と
い
わ
れ
る
の
が
、
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
の
、
良
源
（
九
一
二
〜
九
八
五
）
に
よ
る
『
廿
六
箇
條
起
請
』
で
あ
る
（『
平
安
遺
文
』
二
｜
三
〇
三
所
収
）。
こ
の
題
目
は
、
良
源
が
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
本
文
中
に
「
起
請
」
の
文
字
も
な
い
が
、
二
十
六
ヵ
条
の
禁
止
す
べ
き
こ
と
、
守
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
列
挙
し
、
最
後
部
分
に
「
謹
仰
大
師
之
明
」
と
あ
っ
て
、
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
〜
八
二
二
）
と
い
う
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
祖
師
に
対
し
て
そ
の
真
実
性
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
起
請
文
」
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
廿
六
箇
條
起
請
』
に
は
、
制
誡
に
違
背
し
た
場
合
に
罰
を
与
え
よ
と
要
請
す
る
罰
文
が
ま
だ
な
い
。
そ
れ
が
時
代
の
変
遷
に
よ
り
、
題
目
や
本
文
中
に
「
起
請
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
内
容
に
違
背
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
い
う
制
誡
が
明
記
さ
れ
、
遵
守
で
き
な
い
場
合
に
は
罰
を
与
え
よ
と
い
う
罰
文
が
付
さ
れ
て
く
る
（
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
の
覚
法
法
親
王
の
起
請
）。
そ
の
時
代
以
降
、
つ
ま
り
十
二
世
紀
に
「
起
請
文
」
は
、
そ
の
文
言
の
中
で
、
誓
い
を
立
て
る
対
象
と
な
る
神
仏
の
列
挙
、
背
い
た
場
合
は
罰
を
与
え
よ
と
い
う
要
請
、
日
付
、
こ
れ
ら
三
点
が
あ
っ
て
「
起
請
文
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
が
備
わ
っ
て
く
る
、
と
考
え
て
よ
い
。
要
す
る
に
、
法
然
が
生
ま
れ
、
比
叡
山
に
て
修
行
し
た
頃
、
ま
た
法
然
が
活
動
し
た
時
代
、
「
起
請
文
」
は
、
ま
さ
に
制
誡
に
罰
文
が
挿
入
さ
れ
て
く
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る７
）
。
三
、
法
然
の
「
起
請
文
」
法
然
の
「
起
請
文
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
文
献
の
中
で
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
一
つ
、「
送
山
門
起
請
文
」
で
、
法
然
の
「
起
請
文
」
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
叡
山
黒
谷
沙
門
源
空
敬
白
当
寺
住
持
三
宝
護
法
善
神
御
宝
前
右
源
空
壮
年
之
昔
日
、
粗
窺
三
観
戸
、
衰
老
之
今
時
、
偏
望
」
九
品
境
。
是
又
先
賢
之
古
跡
、
更
非
下
愚
之
所
願
。
然
近
日
」
風
聞
云
、
源
空
偏
勧
念
仏
教
謗
余
教
法
。
諸
宗
依
此
陵
夷
、」
諸
行
依
之
滅
亡
、
云
々
。
伝
聞
此
旨
、
心
神
驚
怖
。
終
事
聞
于
山
」
門
、
議
及
于
衆
徒
。
可
加
誡
之
由
、
被
申
達
貫
首
畢
。
此
条
」
一
者
恐
衆
勘
、
一
者
喜
衆
恩
。
所
恐
、
以
貧
道
之
身
、
忽
及
」
山
洛
之
禁
。
所
悦
者
、
銷
謗
法
之
名
、
永
止
花
夷
之
誹
。
若
非
」
衆
徒
糺
断
者
、
争
慰
貧
道
之
愁
歎
哉
。
凡
弥
陀
本
願
云
、
唯
」
除
五
逆
誹
謗
正
法
、
云
々
。
勧
念
仏
之
徒
、
争
謗
正
法
。
恵
心
要
」
集
云
、
聞
一
実
道
、
入
普
賢
願
海
、
云
々
。
欣
浄
土
之
類
、
豈
捨
妙
」
法
哉
。
就
中
源
空
、
当
念
仏
余
暇
、
披
天
台
教
釈
。
凝
信
心
、
於
」
玉
泉
之
流
、
致
渇
仰
、
於
銀
池
之
風
、
旧
執
猶
存
。
本
心
何
忘
。」
且
憑
冥
、
且
仰
衆
察
。
但
老
後
遁
世
之
輩
、
愚
昧
出
家
之
」
類
、
或
入
草
剃
頭
、
或
臨
松
窓
言
志
之
次
、
以
極
楽
可
為
」
所
期
、
以
念
仏
可
為
所
行
之
由
、
時
々
以
諷
諫
。
是
則
齢
衰
」
不
能
練
行
、
性
鈍
不
堪
研
精
之
間
、
暫
置
難
解
難
入
之
門
、」
試
示
易
往
易
修
之
道
。
仏
智
猶
設
方
便
。
凡
慮
豈
無
斟
酌
」
哉
。
敢
非
存
教
之
是
非
。
只
偏
思
機
之
堪
不
也
。
此
条
若
可
」
為
法
滅
之
縁
者
、
向
後
宜
従
停
止
。
愚
矇
惑
、
衆
断
宜
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
定
。」
本
来
不
好
化
導
、
天
性
不
専
弘
教
。
此
外
以
僻
説
弘
通
、
以
」
虚
誕
披
露
、
尤
可
有
糺
断
、
尤
可
有
誡
所
、
望
也
、
所
欣
也
。」
此
等
子
細
、
先
年
沙
汰
之
時
、
進
起
請
了
。
其
後
于
今
不
変
、」
雖
不
能
重
陳
、
厳
誡
既
重
畳
之
間
、
誓
状
又
及
再
三
。
上
件
」
子
細
、
一
事
一
言
以
虚
言
設
会
釈
者
、
毎
日
七
万
遍
念
仏
、」
空
失
其
利
堕
在
三
途
、
現
当
二
世
依
身
、
常
沈
重
苦
永
受
」
楚
毒
。
伏
乞
、
当
寺
諸
尊
、
満
山
護
法
、
證
明
知
見
。
源
空
敬
白
」
元
久
元
年
《
甲
子
》
十
一
月
七
日
沙
門
源
空
在
御
判
私
云
執
筆
宰
相
法
印
聖
覚
也８
）
ま
ず
「
叡
山
黒
谷
沙
門
源
空
、
敬
っ
て
当
寺
住
持
の
三
宝
、
護
法
善
神
の
御
宝
前
に
白
す
」
と
始
ま
り
、
最
後
に
「
上
件
の
子
細
、
一
事
一
言
、
虚
言
を
以
っ
て
会
釈
を
設
く
は
、
毎
日
七
万
遍
の
念
仏
、
空
し
く
そ
の
利
を
失
い
て
、
三
途
に
堕
在
し
、
現
当
二
世
の
依
身
、
常
に
重
苦
に
沈
み
て
、
永
く
楚
毒
を
受
け
ん
。
伏
し
て
乞
う
、
当
寺
の
諸
尊
、
満
山
の
護
法
、
証
明
知
見
し
た
ま
え
。
源
空
敬
っ
て
白
す
」
と
述
べ
、
日
付
と
署
名
に
判
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
竹
居
明
男
作
成
の
「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）」
で
も
掲
載
さ
れ
、
現
在
の
専
門
家
か
ら
も
「
起
請
文
」
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
法
然
の
「
起
請
文
」
で
は
唯
一
「
送
山
門
起
請
文
」
の
み
が
竹
居
の
「
集
成
索
引
」
に
掲
載
さ
れ
る
。
住
持
の
三
宝
と
護
法
の
善
神
と
い
う
、「
誓
い
を
立
て
る
対
象
と
な
る
神
仏
の
列
挙
」、
本
文
の
「
誓
い
の
内
容
」、
そ
し
て
「
上
件
の
子
細
、
一
事
一
言
、
虚
言
を
以
っ
て
会
釈
を
設
く
は
、
毎
日
七
万
遍
の
念
仏
、
空
し
く
そ
の
利
を
失
い
て
、
三
途
に
堕
在
し
、
現
当
二
世
の
依
身
、
常
に
重
苦
に
沈
み
て
、
永
く
楚
毒
を
受
け
ん
。
伏
し
て
乞
う
、
当
寺
の
諸
尊
、
満
山
の
護
法
、
証
明
知
見
し
た
ま
え
」
の
部
分
が
罰
文
と
見
て
、「
起
請
文
」
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
罰
文
に
つ
い
て
、「
上
述
の
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
、
一
事
も
一
言
で
も
、
嘘
の
言
葉
で
申
し
開
き
を
用
意
し
よ
う
も
の
な
ら
ば
、
毎
日
七
万
遍
称
え
て
い
る
念
仏
は
、
無
意
味
で
、
そ
の
利
益
を
失
い
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
道
に
堕
ち
て
、
現
在
と
来
世
の
こ
の
肉
体
は
、
常
時
重
い
苦
し
み
に
沈
ん
で
、
永
遠
に
鞭
打
つ
如
き
苦
痛
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
、
こ
の
寺
の
諸
々
の
仏
や
菩
薩
が
た
、
寺
を
護
る
全
て
の
神
々
よ
、
真
理
の
目
で
お
認
め
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
諸
仏
諸
菩
薩
諸
天
諸
神
に
対
し
て
三
悪
道
に
落
ち
る
こ
と
と
受
苦
を
願
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
た
だ
、
注
意
し
て
読
む
と
、
自
分
が
ち
ょ
っ
と
で
も
嘘
偽
り
の
言
葉
を
並
べ
立
て
て
い
れ
ば
、
自
分
の
称
え
る
念
仏
が
意
味
の
な
い
も
の
と
な
り
、
往
生
と
い
う
利
益
を
得
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
仏
道
修
行
が
積
め
ず
に
輪
廻
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
悪
道
に
堕
ち
て
輪
廻
の
苦
し
み
に
沈
み
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
、
と
い
う
、
自
分
の
こ
と
を
推
量
し
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
伏
し
て
乞
う
、
当
寺
の
諸
尊
、
満
山
の
護
法
、
証
明
知
見
し
た
ま
え
」
の
部
分
と
は
文
脈
が
途
切
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
伏
し
て
乞
う
」
の
は
、
神
仏
に
対
し
て
、
み
ず
か
ら
の
真
実
性
の
立
証
を
要
請
す
る
の
で
あ
り
、
罰
を
与
え
よ
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
法
然
は
、
こ
の
文
章
を
、
ま
さ
に
「
起
請
文
」
と
し
て
草
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
書
け
ば
、
こ
う
い
う
形
式
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
慮
し
て
も
、
法
然
の
文
献
で
「
起
請
文
」
と
名
の
付
く
も
の
に
つ
い
て
、
よ
く
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
一
〇
法
然
の
「
起
請
文
」（
伊
藤
真
宏
）
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
意
図
し
て
書
い
て
い
な
い
も
の
が
、
後
々
「
起
請
文
」
と
名
付
け
ら
れ
た
り
、
そ
の
よ
う
な
文
言
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
に
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
っ
た
原
因
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
意
図
し
て
書
い
て
い
な
い
も
の
が
、
ど
こ
を
も
っ
て
「
起
請
文
」
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
「
七
箇
条
起
請
文
」
で
探
っ
て
み
よ
う
。
四
、「
七
箇
条
起
請
文
」
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
に
は
同
じ
題
目
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
が
二
つ
存
在
す
る
。「
漢
語
燈
録
」
の
そ
れ
は
、
法
然
が
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
念
仏
門
の
批
判
を
避
け
る
べ
く
、
門
弟
に
七
箇
条
の
制
誡
を
示
し
て
守
る
こ
と
を
促
し
た
も
の
で
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
七
日
の
日
付
と
在
京
の
門
弟
一
九
〇
名
の
署
名
を
持
つ
原
典
資
料
が
二
尊
院
に
現
存
す
る９
）
。
こ
れ
は
「
起
請
文
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
体
裁
を
整
え
て
い
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
書
く
な
ら
ば
、「
送
山
門
起
請
文
」
の
よ
う
な
体
裁
に
な
る
の
で
あ
り
、
「
七
箇
条
起
請
文
」
は
、
少
な
く
と
も
法
然
は
「
起
請
文
」
の
つ
も
り
で
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
条
文
が
あ
り
、
そ
の
後
に
詳
細
が
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、
七
箇
条
が
出
揃
っ
た
後
、
こ
の
文
書
を
出
す
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
、
日
付
と
署
名
、
そ
し
て
在
京
の
門
弟
一
九
〇
名
の
署
名
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
第
一
条
は
、「
一
、
可
停
止
未
窺
一
句
文
章
、
奉
破
真
言
止
観
、
謗
余
仏
菩
薩
事
」
と
あ
っ
て
、
天
台
や
真
言
を
打
ち
負
か
し
、
ま
た
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
の
菩
薩
以
外
の
仏
菩
薩
を
謗
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
論
破
す
る
よ
う
な
行
為
は
学
者
の
す
る
こ
と
で
あ
り
愚
痴
蒙
昧
の
極
み
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
第
二
条
は
、「
一
、
可
停
止
以
無
智
身
対
有
智
人
遇
別
行
輩
、
好
致
諍
論
事
」
と
あ
っ
て
、
無
智
の
身
で
智
慧
あ
る
人
に
議
論
を
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
議
論
は
煩
悩
を
沸
き
立
た
せ
る
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
遠
ざ
か
る
べ
き
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
第
三
条
は
、「
一
、
可
停
止
対
別
解
別
行
人
、
以
愚
痴
偏
執
心
、
称
当
棄
置
本
業
、
強
嫌
喧
之
事
」
と
あ
っ
て
別
解
別
行
を
嫌
い
、
嗤
う
こ
と
を
禁
じ
、『
西
方
要
決
』
と
善
導
が
そ
れ
を
誡
め
て
い
る
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
第
四
条
は
、「
一
、
可
停
止
於
念
仏
門
、
号
無
戒
行
、
専
勧
婬
酒
食
肉
、
適
守
律
儀
者
、
名
雑
行
人
、
憑
弥
陀
本
願
者
、
説
勿
恐
造
悪
事
」
と
あ
っ
て
、
淫
酒
肉
食
や
造
悪
を
恐
れ
る
な
と
説
く
こ
と
を
禁
じ
、
戒
は
仏
法
の
大
地
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。第
五
条
は
、「
一
、
可
停
止
未
弁
是
非
痴
人
、
離
聖
教
非
師
説
、
恣
述
私
義
、
妄
企
諍
論
、
被
咲
智
者
、
迷
乱
愚
人
事
」
と
あ
っ
て
、
経
典
や
師
の
説
を
離
れ
私
議
を
述
べ
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
の
行
為
が
悲
し
む
べ
き
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
第
六
条
は
、「
一
、
可
停
止
以
痴
鈍
身
、
殊
好
唱
導
、
不
知
正
法
、
説
種
種
邪
法
、
教
化
無
智
道
俗
事
」
と
あ
っ
て
、
説
教
を
好
み
邪
法
を
説
い
て
教
化
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
芸
能
化
し
た
り
布
施
を
望
ん
だ
り
、
妄
説
し
て
世
間
を
惑
わ
せ
る
な
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
第
七
条
は
、「
一
、
可
停
止
自
説
非
仏
教
邪
法
、
為
正
法
、
偽
号
師
範
説
事
」
と
あ
っ
て
、
邪
法
を
正
法
と
い
い
、
師
の
説
と
偽
る
こ
と
を
禁
じ
、
三
部
経
を
汚
一
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
し
師
を
悪
名
と
し
て
し
ま
う
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
制
誡
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、「
送
山
門
起
請
文
」
と
は
趣
き
が
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
第
一
条
の
コ
メ
ン
ト
に
注
目
で
き
る
部
分
が
あ
る
。
右
至
立
破
道
者
、
学
生
之
所
経
也
、
非
愚
人
之
境
界
矣
、
加
之
誹
謗
正
法
既
除
弥
陀
願
、
其
報
当
堕
那
落
、
豈
非
痴
闇
之
至
哉
。（
右
、
立
破
の
道
に
至
り
て
は
、
学
生
の
経
る
所
な
り
。
愚
人
境
界
に
あ
ら
ず
。
加
之
、
誹
謗
正
法
は
既
に
弥
陀
の
願
に
除
く
。
そ
の
報
い
、
ま
さ
に
那
落
に
堕
つ
べ
し
。
あ
に
痴
闇
の
至
り
に
あ
ら
ず
や
。）
こ
の
「
誹
謗
正
法
は
既
に
弥
陀
の
願
に
除
く
。
そ
の
報
い
、
ま
さ
に
那
落
に
堕
つ
べ
し
」
と
い
う
文
言
は
、
真
言
や
天
台
と
い
っ
た
浄
土
宗
以
外
の
宗
派
も
、
仏
説
に
よ
る
教
学
が
展
開
さ
れ
る
歴
と
し
た
仏
教
で
あ
り
、
そ
れ
を
謗
る
に
つ
い
て
は
正
法
を
誹
謗
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
示
し
、
地
獄
行
き
が
必
定
で
あ
る
、
と
断
定
的
に
推
量
し
て
、
そ
の
よ
う
な
愚
か
な
行
為
を
な
す
べ
き
で
な
い
、
と
制
し
て
い
る
。
こ
の
「
本
願
か
ら
除
か
れ
て
い
る
」
行
為
、
あ
る
い
は
「
堕
地
獄
」
と
な
る
行
為
と
い
う
こ
と
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
「
和
語
燈
録
」
第
二
巻
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
は
、
こ
れ
も
「
起
請
文
」
の
体
裁
を
整
え
て
い
な
い
も
の
で
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
意
図
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
大
き
く
二
段
に
分
か
れ
、
先
に
三
心
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
る
。
至
誠
心
は
、
浄
土
の
菩
提
心
と
位
置
づ
け
、
深
心
は
、
深
く
念
仏
を
行
ず
る
心
と
し
、
回
向
発
願
心
は
、
常
に
退
せ
ず
念
仏
す
る
心
と
す
る
。
ま
た
、
煩
悩
を
心
の
客
人
、
念
仏
は
心
の
主
人
と
し
て
、
前
念
後
念
に
は
煩
悩
を
交
え
て
も
、
六
字
の
中
に
貪
愼
煩
悩
を
起
こ
す
な
と
説
く
。
こ
の
後
に
七
箇
条
の
法
語
が
出
さ
れ
る
。
①
諸
仏
諸
菩
薩
を
謗
る
な
と
い
い
、
そ
の
罪
は
阿
弥
陀
仏
の
心
に
適
わ
な
い
も
の
で
悲
願
か
ら
漏
れ
る
と
説
く
。
②
罪
を
造
ら
な
い
よ
う
慎
む
こ
と
は
本
願
を
軽
ん
じ
る
と
か
、
念
仏
を
六
万
遍
も
称
え
る
こ
と
は
他
力
を
疑
う
こ
と
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
が
、
「
ひ
が
事
」
と
断
じ
、
罪
業
を
勧
め
る
な
ど
、「
天
魔
の
た
ぐ
い
」
で
「
外
道
の
し
わ
ざ
」
と
説
く
。
ま
た
、
念
仏
を
多
く
申
す
も
の
は
自
力
を
励
む
、
と
い
う
説
も
「
ひ
が
事
」
と
い
い
、
他
力
を
憑
む
心
な
ら
自
力
の
念
仏
で
は
な
い
と
結
論
付
け
る
。
③
「
三
心
」
と
い
う
名
さ
え
知
ら
な
い
人
の
念
仏
に
は
三
心
は
具
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
不
審
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
る
三
心
で
あ
る
か
ら
、
誰
で
も
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
④
人
の
心
は
目
も
慣
れ
、
耳
も
慣
れ
て
く
る
と
、
粗
略
に
な
る
の
で
、
と
き
ど
き
は
別
時
の
念
仏
や
不
断
念
仏
を
勧
め
る
。
⑤
臨
終
に
正
念
を
期
し
て
聖
衆
来
迎
を
待
つ
こ
と
を
勧
め
る
。
⑥
念
仏
を
怠
ら
ぬ
こ
と
こ
そ
一
定
往
生
を
遂
げ
る
方
法
、
と
説
く
。
⑦
も
っ
と
も
ら
し
く
念
仏
し
て
、
い
か
に
も
念
仏
者
の
よ
う
に
な
り
、
人
が
自
分
よ
り
劣
っ
て
い
て
自
分
が
優
れ
た
念
仏
者
と
思
う
こ
と
を
戒
め
、
慢
の
心
を
起
こ
す
な
と
説
く
。
以
上
の
よ
う
に
、
制
誡
の
内
容
も
垣
間
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
通
常
の
和
語
の
法
語
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
で
は
第
一
二
法
然
の
「
起
請
文
」（
伊
藤
真
宏
）
二
十
一
巻
に
、
法
然
の
「
つ
ね
に
仰
せ
」
の
詞
の
一
環
の
法
語
と
し
て
出
て
く
る10
）
。
「
上
人
、
念
仏
の
行
者
の
心
得
へ
き
様
を
お
し
へ
給
へ
る
事
あ
り
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
、
七
つ
の
法
語
が
紹
介
さ
れ
る
。「
和
語
燈
録
」
の
題
目
は
編
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、「
和
語
燈
録
」
編
集
時
点
で
は
「
七
箇
条
起
請
文
」
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
系
列
と
、
そ
う
い
う
体
裁
で
な
く
法
然
の
通
常
の
法
語
と
し
て
伝
承
し
て
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
系
列
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
和
語
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
は
漢
語
の
そ
れ
に
も
ま
し
て
、「
起
請
文
」
の
体
裁
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
①
の
法
語
で
あ
る
。わ
れ
は
阿
彌
陀
佛
を
こ
そ
た
の
み
た
れ
、
念
佛
を
こ
そ
信
じ
た
れ
と
て
、
佛
菩
薩
の
悲
願
を
か
ろ
し
め
た
て
ま
つ
り
、
法
華
般
若
等
の
め
て
た
き
經
と
も
を
、
わ
ろ
く
お
も：
ひ
そ
し
る
事
は
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
へ
か
ら
ず
。
よ
ろ
づ
の
ほ
と
け
た
ち
を
そ
し
り
、
も
ろ
も
ろ
の
聖
敎
を
う
た
か
ひ
そ
し
り
た
ら
ん
ず
る
つ
み
は
、
ま
づ
阿
彌
陀
佛
の
御
心
に
か
な
ふ
ま
じ
け
れ
ば
、
念
佛
す
と
も
悲
願
に
も
れ
ん
事
は
一
定
也
こ
の
最
後
の
「
悲
願
に
漏
れ
ん
事
は
一
定
也
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
法
然
が
、
自
身
で
は
「
起
請
文
」
を
意
図
し
な
い
漢
語
、
和
語
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
弥
陀
の
願
に
除
く
」「
本
願
か
ら
漏
れ
る
」
と
い
う
、「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
適
合
し
な
い
」
と
い
う
共
通
の
概
念
を
指
摘
で
き
る
。
五
、
お
わ
り
に
拙
論
を
展
開
し
て
き
た
が
、
ひ
と
ま
ず
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
「
起
請
文
」
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
現
存
資
料
を
一
つ
ず
つ
丹
念
に
分
析
し
て
、
さ
ら
に
厳
密
に
、
そ
の
推
移
を
た
ど
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
確
認
作
業
を
続
け
た
い
。
法
然
自
身
が
「
起
請
文
」
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
「
送
山
門
起
請
文
」
は
、
「
起
請
文
」
の
変
遷
を
眺
め
る
と
き
、
諸
仏
諸
神
の
列
挙
と
、
制
誡
内
容
と
罰
文
、
日
付
の
そ
ろ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
起
請
文
」
へ
と
完
成
さ
れ
る
過
渡
期
に
位
置
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
、
法
然
の
「
起
請
文
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
る
も
の
が
、
法
然
が
「
起
請
文
」
を
意
図
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
漢
語
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
と
和
語
の
「
七
箇
条
起
請
文
」
に
共
通
す
る
、「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
適
合
し
な
い
」
と
い
う
文
言
内
容
が
、
後
世
の
法
然
浄
土
教
信
奉
者
を
し
て
、「
起
請
文
」
た
ら
し
め
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
や
は
り
「
起
請
文
」
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
と
言
え
な
い
「
一
枚
起
請
文
」
の
「
二
尊
の
み
心
に
は
ず
れ
本
願
に
漏
れ
候
べ
し
」
と
い
う
一
節
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
法
然
自
身
が
「
起
請
文
」
と
は
意
図
し
て
い
な
い
文
献
が
、
後
々
に
「
起
請
文
」
と
名
付
け
ら
れ
た
り
伝
承
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
本
願
に
適
合
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
一
三
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
〔
注
〕
1
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
十
五
巻
。
２
）『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
は
浄
土
宗
第
三
祖
良
忠
の
弟
子
、
望
西
楼
了
慧
道
光
（
一
二
四
三
〜
一
三
三
〇
、
没
年
一
説
一
三
三
一
）
が
編
集
し
た
法
然
の
文
献
集
成
。
一
〜
十
巻
が
漢
語
文
献
、
十
一
〜
十
五
が
和
語
文
献
、
拾
遺
編
と
し
て
上
巻
が
漢
語
、
中
下
巻
が
和
語
の
都
合
十
八
巻
。
漢
語
部
分
を
「
漢
語
燈
録
」、
和
語
部
分
を
「
和
語
燈
録
」
と
通
称
す
る
。
了
慧
当
時
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
法
然
文
献
を
吟
味
し
、
一
定
の
真
偽
判
定
の
上
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
３
）「
御
誓
言
の
書
」
は
『
和
語
燈
録
』
一
（
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
五
参
照
）。「
一
枚
消
息
」
は
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
十
五
（
続
日
本
の
絵
巻
下
巻
参
照
）
４
）佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
佐
藤
弘
夫
『
起
請
文
の
精
神
史
中
世
世
界
の
神
と
仏
』
中
野
正
明
『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』
安
達
俊
英
「
法
然
『
一
枚
起
請
文
』
の
文
献
的
性
格
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
『
浄
土
教
典
籍
の
研
究
』
所
収
）
５
）「
一
枚
起
請
文
」
が
「
起
請
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形
態
が
一
定
の
「
起
請
文
」
と
は
全
く
異
な
る
の
で
、
安
達
論
考
に
賛
同
す
る
。
た
だ
し
い
つ
頃
か
ら
そ
の
名
称
が
「
一
枚
起
請
文
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
異
な
る
の
で
、
筆
者
自
身
の
「
一
枚
起
請
文
」
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
６
）『
三
代
実
録
』
の
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
二
月
二
十
三
日
の
項
に
太
宰
府
が
発
起
し
た
四
ヵ
条
の
事
項
の
許
可
を
中
央
政
府
に
起
請
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
起
請
」
最
古
の
記
録
と
見
ら
れ
て
い
る
。（
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
二
二
三
頁
参
照
）
７
）竹
居
明
男
に
よ
り
、
起
請
文
の
集
成
と
索
引
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）」（『
人
文
学
』
一
五
八
、
一
九
九
五
、
同
志
社
大
学
）。
以
降
、
一
九
九
九
年
ま
で
、
都
合
五
本
の
『
人
文
学
』
に
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
か
ら
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
ま
で
の
「
起
請
文
」
の
神
文
・
罰
文
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
い
ち
い
ち
確
認
し
て
「
祭
文
」「
起
請
」
↓
「
起
請
文
」
と
い
う
「
起
請
文
」
の
歴
史
的
変
遷
や
、
制
誡
に
罰
文
が
加
わ
る
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
８
）善
照
寺
所
蔵
『
漢
語
燈
録
』
参
照
。
こ
の
本
は
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
漢
語
燈
録
』
と
同
じ
写
本
で
、
義
山
開
版
の
『
漢
語
燈
録
』
に
先
立
つ
こ
と
か
ら
、
古
本
『
漢
語
燈
録
』
と
呼
ん
で
い
る
。
善
照
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
編
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
９
）「
七
箇
条
制
誡
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
二
尊
院
に
現
存
す
る
そ
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
中
野
の
厳
密
な
資
料
批
判
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
と
概
ね
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
野
は
、「
七
箇
条
起
請
文
」
と
い
う
題
目
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、「
七
箇
条
制
誡
」
と
呼
ぶ
の
が
相
応
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
10
）拙
稿
「
法
然
法
語
の
出
典
「
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
詞
」
に
つ
い
て
」
参
照
（『
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
創
刊
号
参
照
二
〇
一
五
年
三
月
佛
教
大
学
刊
）
〔
参
考
文
献
〕
佐
藤
進
一
『﹇
新
版
﹈
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
佐
藤
弘
夫
『
起
請
文
の
精
神
史
中
世
世
界
の
神
と
仏
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）
中
野
正
明
『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』（
法
蔵
館
）
安
達
俊
英
「
法
然
『
一
枚
起
請
文
』
の
文
献
的
性
格
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
『
浄
土
教
典
籍
の
研
究
』
所
収
）
竹
居
明
男
「
起
請
文
等
神
文
・
罰
文
集
成
な
ら
び
に
索
引
（
稿
）」（
同
志
社
大
学
『
人
文
学
』
一
五
八
所
収
）
（
い
と
う
ま
さ
ひ
ろ
仏
教
学
科
）
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
六
日
受
理
一
四
法
然
の
「
起
請
文
」（
伊
藤
真
宏
）
